
簡Fr. リ ガM.ク ン－の一室日

友丸 山 三

M･RiegersKlingerbuch

18世紀70年代後半から80年代前半のドイツ文学史を，新しいそして活発

な創作活動で飾った少壮気鋭の天才達，彼等の生の軌跡を探り，活動の結

実を考究の対象とする時，ゲーテやシラーを除いて，その殆どの場合資料

不足という極めて困難な現実に直面しなければならない．尤もそれも，あ

のシュトゥルム・ウント・ドラング運動の先達となり， またその棹尾を

飾り， さらにそれを克服し脱却して， ドイツ古典主義の高峰への偉大な発

展を遂げた，ゲーテとシラーの生涯と作品に就ては，既にあらゆる角度か

ら様々に究明された実に豊富な成果が出版され，いとも容易に入手し得る

現状との比較に於てのことではあるが．熱狂的な嵐が去って， 或いは転

向し，或いは不幸な病のために挫折したヴァーグナーやマーラー・ ミュラ

ー，そしてレンツを思えば，文学史上に占める比重の差からして，彼等に

関する研究の進展や充実の度合，文献の多寡の差異もあるいは当然の帰結

と云えるのかも知れない．

それでは， レンツと並んでシュトゥルム･ウント・ドラングの劇作家とし

て強烈な活力に満ち溢れ,またその精神の最も純粋な具現者であり，さらに

1780年のロシア移住後も約30年，弛みない意欲を以て創作活動を継続した

FriedrichMaximilianKlinger(1752-1831)の場合は如何であろうか．
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先ずその作品集を挙げてみれば， クリンガー自身の編集によるFr.M.

KlingersTheater.4Bde.(1786-88),同じくNeuesTheater､ 2Bde.

(1790)，及び12巻からなるGesammelteWerke. (1809-16)があり，

次いでこれを底本に同じく12巻のF.M.KlingerssammtlicheWerke.

(1842）がCottaから， また今世紀に入って,HBerendtとKWolff

の労作,FriedrichMaximilianKlingersdramatischeJugendwerke.

3Bde. (1912-13)が貴重である．第2次大戦後はE.Loewenthal他に

よるSturmundDrang.DramatischeSchriften. 2Bde. (2.Au且

1963）の中に6篇のクリンガー劇，東独からはHJ.Geerdtsの選集

KlingersWerkeinzweiBanden. (3.Aufl. 1970)のみ， とまことに

乏しい状態であった． またさきのコッタ版にしても，発刊の時期からも察

せられるように，完全な全集とは程遠い前近代的な作品集であると云わね

ばならない． ところが幸いにして，或いはここに到って漸くにしてと云う

べきか,MaxNiemeyerの企画が実現して, S､L・Gilman他を編纂責任

者とするFriedrichMaximilianKlinger.Werke.Historisch-kritische

Gesamtausgabeが， この70年代終りから刊行の運びなり，既にその4巻

が出版されている．標題通りのクリンガー全集の決定版として，その少し

も早い完成が望まれる．

またクリンガー論， 作品論は単刊で， 或いは学術誌掲載の論文の形式

で，前世紀およそ70年代あたりから，活発に数多く発表されて現在に及ん

でいる．古くはE.SchmidtのLenzundKlinger(1878)から，例え

ば最近のH.SegebergのF.M.KlingersRomandichtung(1974)な

ど，示唆に富んで価値あるものが少なくない． またクリンガーの総体的な

記述では， さきのdramatischeJugendwerke巻頭のBerendtの解説，

さらにO.SmoljanのFr.M.Klinger.LebenundWerke (1962),

Chr.HeringのFr.MKlinger.DerWeltmannalsDichter. (1966)

など， いずれも研究者を稗益するすぐれた業績であろう． このSmoljan
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とHeringの両書も価値あるKlingerbuchとして今日定着したかにみえ

る．だがここでは，特にいまひとつのKlingerbuchに就て述べなければ

ならない．それは1880年ダルムシュタットで発行され，書名はKlinger

inderSturm-undDrangperiode. DargestelltvonM.Rieger.さ

らにMitvielenBriefenと添えられた，伝記と作品解釈に書簡を加えた

クリンガー評伝である.BerendtもDemAndenkenMaxRiegersと

誌して自身の労作をこのリーガーに捧げており， またSmoljan,Hering

のいずれもがこのリーガーに準拠し,さらにさきに挙げた最新のGesamt-

ausgabe各巻の編集者もリーガーから例証するなど， この評伝はいまな

お，生き生きと強い説得力をもってクリンガーの生の軌跡や作品成立の背

景を語っており， この1世紀のクリンガー研究者にとっては不可欠の源

泉，いや敢えて云うならば，一種規範の書とも云うべき意義を有している

のである．

1828年ダルムシュタットに医家の息子として生まれたMax(imilian)

Riegerは，大学では言語学を専攻し， ギーセンやバーゼルで講師として

ドイツ言語学を講じ， のちヘッセン州の教会関係に役職を得るなどした

が， このクリンガー評伝を含めて，戯曲や小説など約15点の作品と著作を

残した文筆のひとでもあった.では発刊から今日に至るまで彼のこの書が，

なお規範の書としての価値と権威を保ち続ける所以のものは何であろう

か．それは先ず，彼リーガーがクリンガーとは血縁関係にあったこと，即

ち彼の母Johannaは， クリンガーが最も愛した妹Agnes'の次女であっ

たと云う事実である．少年マックスには，母から語り聞かされる一族の中

のひとりの偉大な人物への畏敬が芽生え,また長じてはその資性と作品に，

次第に高まる関心を抱いていたことは容易に推察される．確かに，アグネ

スからヨハンナ， そしてマックスに語り継がれるクリンガーやその周辺の

《‘

人達に関わる事実は，彼等にとっては大切な,,Familientiberlieferung

であり，一族の貴重な,,Familientradition@@であって， リーガーはその継
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承者であったのである．

既にこの事実に， リーガーのクリンガー伝成立の素地が認められるので

あるが， 1856年以降多くの著作を発表したリーガーに， さらに自らのクリ

ンガー伝を世に問う決意を促したものがある．それは彼が序文に明言して

いるように，世上の誤ったクリンガー観修正への意欲2であった． たしか

に， クリンガーの生涯にわたる正確で詳細な著述も乏しく，断片的で， し

かも偏ったクリンガー観を伝える記述も少くなかったであろう当時にあっ

て，誤謬を改め，正しいクリンガー像を提示すべく，血縁者のみがもつ愛

情と，彼のみが所有する豊富な語り伝えと云う最も効果的な直接資料， さ

らに多くの証言や書簡の援用に基づくリーガーの叙述は，独自の迫真性を

備えてクリンガーを再現したのであった. またこの書が与える対象の実

在感は，冷静な学術的所産の伝記などの到底及ばぬところ， とも付言しよ

亨

つ･

さらに本稿では， この書を特色づけるもうひとつの要素に就ても，特に

述べておかなければならないのであるが，それは書簡である． リーガーの

公刊の意図に就てはさきに記したが，同じくその序文には，執筆の直接の

誘因となった事実にも言及されている．それによれば， リーガーが居住す

るアルスバハに保存される友人ErnstSchleiermacher宛の多数のクリ

ンガーの書簡の利用を許されたこと，それによって彼は点数に於て， ロシ

アへ移住の1780年以前のクリンガー書簡のすべての蒐集者を凌ぐ結果とな

り， さらに， 自らのクリンガー伝出版を断念したProf.Weinholdが，

彼に資料の一切を提供してくれたこと，などであった．伝記作製に際して

最も重要な書簡の入手とその自由な利用が，執筆の直接の誘因となったの

であれば，そこにも既にこの書の特質を窺わせるものがありはしないだろ

うか．一般に伝記の執筆に際しては，伝記的事実を識り，或いはその証左

としての書簡の入手或いは蒐集は当然第一の必要事である． しかしリーガ

ーのこの書にとってのクリンガー書簡とは，記述の内容に確証を与える資
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料であることは勿論であるが， さらに一歩進んで云うならば， リーガーに

とってのクリンガー書簡とは，彼がながく伝承してここに到った語り伝え

と同質同価値の意義をもって， 内容を構成する根源的な資財であったと理

解したい．

標題の下に添えられた,,MitvielenBriefen$@の意義を斯様に理解し

て，次にその内容であるが， リーガーが1774年夏と推定する，ギーセンか

らの友人Phil.Chr・Kayser宛の書簡から， ロシア移住を数日後に控え

た1780年8月30日付の知人J.Sarasin宛の短い礼状まで， このKlinger

inderSturm-undDrangperiodeに一致して， ドイツ時代のクリンガ

ーの書簡総計57点が収録され,BriefeKlingersと纒めて本文に接続され

－体となっている．

但し， これに続くクリンガーのロシア時代を語るKlingerinseiner

Reife・DargestelltvonMRieger.(1896)では，扉にMiteinemBrief-

buchと添記されて, 1781年11月28日付さきの友人カイザー宛の書簡か

ら， 1830年12月12日付Grafin,Cv.Egloffstein宛のものまで，付録も

含めて総計291点のロシア時代の書簡がこのBriefbuchに収められてお

り,KlingerinseinerReifeに併せて，それに続く1巻としての形をと

っている． ところで， リーガーの評伝におけるクリンガー書簡の意義を前

述のように理解したが， この書はそれぞれ時期を同じくする書簡を伴った

ことによって， クリンガーの実態はより明確に提示され，記述はより多く

の実証性と説得力を付与され，それによってリーガーの意図した正しいク

リンガー像はより適確に伝えられ， この評伝の特色をより際立たせると云

う効果を齋したことは明らかである．

また仮に書簡のみに限ってみても，現在公刊されているクリンガー書簡

集は， このBriefeKlingersとBriefbuchの他に経眼はなく， いずれ新

たな， より充実した書簡集が発刊されるまでは，やはり唯一貴重な存在で

ある． このように，書簡の集録この一事にしても，今日のクリンガー研究
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は， リーガーに負うところ実に多大であると云わなければならない．いず

れにしても， 直接資料の乏しいシュトゥルム・ウント・ドラング研究の

中にあって， クリンガーに関わる不朽の記録としての， リーガーのこの

Klingerbuchの価値は極めて高く，事実に基づく規範の書としてながく

研究を稗益するものと思われる．

KlingersHandschrifteninFrankfurt

リーガーの収録以外になお， ドイツを始めヨーロッパ各地の図書館や古

文書資料室などには，彼が入手し得なかった，或いは全く経眼しなかった

であろうクリンガーの書簡や手稿の類が， まだかなりの数で散在すること

もまた事実である． クリンガーに関する1次資料の調査と，入手の困難な

2次文献の蒐集を主な目的として，私は1985年4月から3カ月BRDに滞

在した．資料調査に限って云えば， ズィーゲンのProf・H.Kreuzerの

勧めと紹介によって，ヴォルフェンビュッテルのForschungsbibliothek

(,,Zeughau3)と， フランクフルトのFreiesDeutschesHochstiftを

訪れた．先ずZeughausでは, Handschriften-Katalogから， ドルパ

ト大学の監督官としてのクリンガーが，運営などに関して頻繁に意見を交

換していた，古代言語学の教授KarlMorgenstern宛の書簡2点を閲読

し，後日そのコピーを郵送されて入手した． リーガーのBriefbuchには，

このモルゲンシュテルン宛の書簡は, 1803年2月から1821年4月に到る65

通が収められているが， 日付のないこの2点は見当らない．

一方フランクフルトのGroBerHirschgrabenに在るFreiesDeutsches

Hochstiftは,一体となって隣接するGoethe-HausとGoethe-Museum

の管理にも当っているが， 120余年の歴史を有する学術研究機関としての

このHochstiftの事業の最たるものは，人も知るように, 18世紀以降のド

イツ文学に関わる資料の蒐集である．その内容は文献もさることながら，
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やはり膨大な数に及ぶ手稿であり，人名順に,A.作品原稿,B.書簡,C.

その他， と分類整理された手稿の収蔵室は， さながらGermanistikの現

代のひとつの宝庫と云えるであろう．因みにその主な内容の二，三を挙げ

れば,このHochstift発足当時鋭意蒐集されたゲーテ及び同時代人達の手

稿，次にロマン派の，特にノヴァーリスやブレンターノなどのそれ， さら

に第2次大戦後に入手のホーフマンスタールの遺稿など．特にホーフマン

スタールは数量と完全性とに於て他を圧していると云う．ではクリンガー

の手稿であるが，参考までに,Hochstiftが1982年に発行のKatalogder

Handschriftenのクリンガーの項をここに転記してみよう．但し， ロシ

ア時代のクリンガー書簡の中，最も多く現存するケーニヒスベルクの出版

者の兄弟であるG､H､L・Nicolovius宛のものは，ここでも最多数の52点

を数えるが，当面直接の必要はないので略記した．

,,VorredezudenphilosophischenRomanenq@ ; (1798), 9S.

Bo",馳伽γ峨助γお伽〃1776: 30． 1．

H""ん"oc",ノリ伽"〃〃’9〃峨介. 1799:W. ; 1802: 9．VII. ;1805:

20.VI. -X. ; 1806: 22． 1．

馳伽e,W"〃e"1777: 2Br. ; 1778: (Ende)I.

K"s",助"伽助γお""1773: 23.VIII. ; 1774: 1Br.; 1791:

24. III. ; 1792:27． I. -19.X.

(KtZys",助"伽助γjs"")1775: (11.VII.)

Kbｵze6"e,A"gws＃〃0"1802: 16.XI. ; 1810: 19． IV.

Kγα"seo.J. : 1Br.

Mboん""s,GeorgH@魏沈〃Z,"‘加廼1796/97: 1Br.-1821: 15.

III.

0〃e"6〃g》〃6""zqgA"gwsオ〃o"o.J. : 1Br.

肋c舵,miSg6〃〃〃0〃〃γ1825:4． 1．
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Tbγ"02",""岬1822: 9．VII.

[/"6e""〃1803:8. IV. ; 1810:25.VI. ;o.J. : 1Br.

C. Stammbuchblatt; III． 1775,1Z.

Prospektentw. zurAnkiindigungseinerWerke;o.J.,4S.

2Notizen(Abschr.);o.J., 1S.

以上のように原稿1点，手稿その他が2点， また書簡は77点を数えるこ

とができ，ゲーテの同時代人のひとりであるクリンガーの蒐集も，例えば

マーラー・ ミュラーの作品原稿のそれとは数に於てはるかに及ばないが，

やはりなお努力の貴重な賜である．

ここでの，手稿部門の責任者であるBehrens氏の配慮による，約1週

間全く自由に一室を占有しての， クリンガーの手稿の閲読は仲々困難な作

業ではあったが， しかし， さきのヴォルフェンビュッテルに続き， または

るかに多くの，そして様々な内容をもつ手稿との出会いは，筆蹟の主に接

するような感動と喜びを経験させてくれ，そしてまたおよそ4半世紀も以

前のヴァイマルでの，ゲーテの原稿を手にした折の感激を思い出した．

斯様にして閲覧した手稿の中からは，前記のリストのVorredeと，

Prospektentwurfの2点のコピーを持ち帰った．後者は始めに挙げた

1816年完結の12巻本GesammelteWerkeに採択予定の作品目録であり，

クリンガーはVerzeichni6derStiickedieserWerkeと記して，第1

巻DieZwillinge.Trauerspie1.1774.他5編から，第12巻にBetrach-

tungenundGedankentiberverschiedeneGegenstandederWelt

undLiteratur. 1804.と，各巻採択の作品をそれぞれ成立の年代を添えて

予定している．

次に，閲読した書簡からは5点を選んで持ち帰ったのであるが， ここに

印刷にして公表したい書簡とは， さきのリストのKtzys",助泓軌γ.1773:

23.ⅥII即ち, 1773年8月23日と明確な日付を有する，フランクフルトの
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親友PhilippChristophKayserに寄せられた最初の書簡なのである．

この書簡を特にここで採り上げた理由，換言すれば， この書簡の有する意

義に就て先ず始めに述べておく必要があるであろう．それは，

先ず，これがいまだ印刷に付されていない，未公表の書簡であること．

次に， クリンガーのフランクフルト時代の古い日付をもつ，稀少価値

の極めて高い，最初期の書簡のひとつであること．

さらに，その内容が，手稿の類でさえも現存するものが全く乏しいあ

の時期に於て，書信の形で残された，友情を求めての赤裸々な心情告

白の書であること．

以上の三点であるが，特に始めの二点に就て若干敷桁するならば，先ず

さきのM.RiegersKlingerbuchの項で既に記した書簡集， ドイツ時代

のクリンガーを語るKlingerinderSturm-u.Drangperiodeに伴われ

るBriefeKlingersには，残念ながらこの一通は収められていないので

ある． この書簡集の収録の内容を明らかにするために， リーガーのVer-

zeichnisderBriefeから, 57点の書簡の始めの数点を抽き出せば, I.An

Kayser(GieBenimSommerl774) 11.AnSchumann(GieBenim

Herbstl774) 111.AnSchumann(FrankfurtumNeujarl775)

IV.AnSchumann(Gie6en)Februarl775V.AnKayserGie6en

28・ Julil775 VI.AnDeinet fiirdieFrankf・gel.Anz.August

1775VII.AnBoie(GieBen)5.Dec. 1775. このように, 1774年の書簡

が2点， 75年は5点と，収められた初期の書簡はまことに僅少である．因

みに， クリンガーの大学入学のためのフランクフルトからギーセンヘの移

住は1774年4月であり，またDanielSchumannは竹馬の友である．およ

そ活動も居住の地域に限定され，遠隔の地に友人縁者の類も皆無に近かっ

たであろうクリンガーの， フランクフルトの最後の何年かを思えば，収集

洩れを考慮しても，書簡の絶対数そのものが，極めて少なかったことは確
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かであろう．なお一言付記すれば，点数こそ少ないが， これらギーセンか

ら親友に向けての筆致は，溢れる若者の活気と，専攻の法律学はさておい

てひたすら創作に熱中する情熱を窺わせ， また作品成立の時期なども示唆

して，劇作家クリンガーの最初期を識るひとつの手掛りとしても極めて重

要である．

KlingerundGoethesliterarischerKreisinFrankfurt

リーガーの評伝とそれに倣うSmoljan.f'Heringなども，およそ80年

に及ぶクリンガーの生涯を， 1780年の移住を境として， ドイツ時代とロシ

ア時代に区分しており， ここでも既に幾度かそれに従ってきたが，ペーテ

ルスブルクに定住のロシア時代とは異なり，変動に富む青年期のドイツ時

代のクリンガーはその生の足跡を辿って，次の3期に区分するのが最も妥

当と考えられる．即ち, 1.KlingerinFrankfurt. (Feb、 1752-April

1774). 1I.KlingerinGieBen． (April l774-Junil776). 111.Klin-

geraufderWanderung. (Juni l776-Aug. 1780).主題と関連して

本稿の対象は， この第1期， フランクフルト時代のクリンガーであること

は云うまでもないが，問題とするクリンガー書簡を述べるその前に，先ず

この時期最後の数年のクリンガーとその環境を識る必要から， さらにいく

つかの事実に就て述べておかねばならない．

フランクフルト時代のクリンガー，特にその幼年期からギムナジウム時

代は，たとえ略述されても，殆んど常套的に用いられる表現が，生活の窮

乏，そして貧困との戦いである．確かに，一家の生計の担い手の死後，残

された寡婦と3人の子供達には， 日々の糧を得るための苦しい戦いが課せ

られたのは事実である．それは1776年夏，ゲーテを訪ねてひと足早くヴァ

イマル滞在を果たしたレンツ宛の書簡に， クリンガー自身が語っているの

で， ここに引用してみよう．HierhabenSiemeineGeschichte.Soviel
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ichvonmeinemVaterwei6,warereinwunderbarerfeuriger

Mann,dernichtanseinemPlatzwar.DabeyvonedlemSinn....

IchverlorihninmeinemachtenJahrdaeraneinemFallstarb,

dassozugieng. NachseinemTodewirdmeineMutterkrank

aufl8WochenfiirKummer.WirKinderall,undfremdeLeute

nahmendasbisgenwegdasnochiibrigwar. MeineMuttervon

derLiebezuunsgestarktermuntertesich・ Arbeitetmitihren

Handen, ernahrtdreyunmiindigeKinder, ohnezuvermeiden,

nicht inSchuldenzukommen. Als ichheranwuchsbatund

fiehteichmichindieLateinischeSchulezuhalten.Dasgeschah,

siekonntemirnichtsabschlagen・ NocherinneremichdaBsie

meinerstesSchulgeldnichtbezahlenkonnteundesborgenmu6te.

Dasgiengsofort. Sieerhieltmichbisinsl9Jahrinallem,denn

was ichmit lnformirenundvomChorbekamwarsehrgering.

ZweyJahrerhieltichmichundgabihrwasichkonnte.3...

1760年2月の父Johannesの急死後，洗濯女として子供達を養った

母Corneliaの苦労，最初のラテン語学校の学費も払えぬ貧困の生活，ギ

ムナジウムの学資のための，下級生の指導や合唱隊のメンバーとしての僅

かな収入の確保等々・ヴァイマルで会うレンツに，予め自己の経歴を紹介

するこの簡潔で淡々とした筆致は却って感動的である．

以下の記述で対象とするクリンガーのフランクフルトの最後の数年と

は，当該の書簡の日付に示される1773年8月を中心にして，およそその前

後，具体的にはクリンガーのギムナジウム卒業から，大学入学のためのギ

ーセンヘの移住までの時期に限られる． リーガーに依れば， クリンガーの

ギムナジウム卒業は1772年9月であり，同月24日の所謂Progressionの

式典には，校長Purmannの式次第によって， クリンガーも第1学級の

代表として，学友J.G・Authausと共に来賓に謝辞を述べた記録が残され
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ている． このような， ささやかな事実の伝承にも， さすが具体的実証的資

料に豊かなリーガーの本領が窺われるのであるが，そのリーガーも，ギム

ナジウム卒業からギーセンの法学専攻の学生として，学長J､W･Baumer

の下での登録手続きのなされた1774年4月16日までの，約1年6カ月の空

白を埋める資料を持ち合わせなかったようである． リーガーは,Waser

indenzwischenliegendenanderthalbJarengetrieben,dariiberver-

lautetnichts.Aberwaswirdesandersgewesenseinalsdurch

UnterrichtGeldverdienen!ErhatteaufdemGymnasiumschwer-

lichsovielersparenk6nnenalsmanftirn6tighieltumdasUni-

versitatsstudiumzubeginnen4… と述べて，来るべき勉学に必要な

学資の貯えのための，準備の期間と見徹している．勿論リーガーの云う通

りであって， さきのレンツ宛の書簡の次の件りで告白しているように， こ

の時期学資として100フローリンの貯えがクリンガーには必要であったの

である．だが， この時期はそれのみでは終わらない6故郷フランクフルト

で過ごす最後となった1年6カ月という歳月は， クリンガーにとって，単

なる経済的な目的のためのみに費されたのではなく，彼の生涯を決定した

といっても過言ではない，極めて意義深い経験を彼に齋したのであった．

それは同郷の偉大な先輩ゲーテとのより緊密な交際であり， また彼を中心

に集まる，時代の新しい文芸を志向する青年達との自由で活発な接触であ

った． さきのレンツ宛の書簡の引用の件りにすぐ接続して,Ichwardmit

Goethebekannt.DaswardieerstefroheStundemeinerJugend.

ErbotmirseineHiilfean5…と語っているが， 「青年期の最初の幸せ

なとき」とはこの時期のクリンガーの字義通りの，心情の総括的な表現と

見倣すべきものであろう．

この時期のクリンガーを，ゲーテは後年『詩と真実』の中に定着させて

いるが， この二人のフランクフルト人，一方はGroBerHirschgrabenに

住む富裕な上層市民，そしてHofratの息子であり，既にライプツィヒ，
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シュトラースブルクの大学生活での豊かな経験から，天賦の素養を磨き，

前途に光明を見て，文芸の世界に還しい飛翔を目前にする青年であり，他

方はRittergasseの貧しい寡婦の息子であり，ギムナジウムを了えたばか

りの，未だ薄明の底に佇む2歳半年少の若者である． この両者の最初の出

会いを， リーガーは1814年5月のゲーテ宛のクリンガーの書簡から，ゲー

テのライプツィヒからフランクフルト帰着の1768年9月から， シュトラー

スブルクヘの旅立ちの70年3月の間， と早い時期を推測している． またゲ

ーテは1771年8月14日， シュトラースブルクからフランクフルトの生家に

戻り,ヴェッツラー滞留の4カ月を除いて,以後1775年10月30日のヴァイマ

ルヘの出発までの約3年8カ月をフランクフルトで過ごしている．二人の

出会いの時期を確定するものは何も残ってはいないが，どの時期にせよ，

二人の面識から厚い友情に結ばれた緊密な関係が生まれるまでには，左程

の時間を必要とはしなかったであろう．

さらにまた， この密接な関係を恒常的なものにする，ひとつの会合の場

がフランクフルトに存在した．即ちそれは， さきにも触れたゲーテを中心

とする，文芸愛好の青年達の半ば自然発生的なサークルである． ゲーテ

はこれを『詩と真実』の中でも，小さなKreis,Gesellschaft或いは，

Societatと様々に呼んでいるが，一種同好会的な青年達の集まりは， 当

時のドイツ各地に存在したようである． このフランクフルトの，ゲーテが

そこに共に生き， 自らの詩作の反響をその中に見出した，親しい仲間達と

のKreisの実態は， 『詩と真実』の次の記述からもその一面が窺われる．

WiesehrdieserKreismichbelebteundf6rderte,warenichtaus-

zusprechen. Manh6rtegerndieVorlesungmeinergefertigten

oderangefangenenArbeiten,manmuntertemichauf,wennich

offenundumstandlicherzahlte,wasichebenvorhatte,undschalt

mich,wennichbei jedemneuenAnlaBdasFriiherbegonnene

zuriicksetzte. ,,Faust<<warschonvorgeruckt, ,,G6tzvonBerli-
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chingen:@bautesichnachundnachinmeinemGeistezusammen6...

ゲーテはまたこの記述に先だって，親しいフランクフルトの青年達，

Joh.A.Horn,Joh.J.RieseさらにHieronymusとGeorgのSchlos-

ser兄弟， さらにあのダルムシュタットのJoh.H.Merckの名を挙げて

回想し，続いて,AnderetratennachundnachzildiesemKreis,

derenichkiinftiggedenke．と記している． これもまた時期を特定でき

ないが， クリンガーがこのKreisに加わったのは， これらの青年達よりか

なりあとと推測する． また， シュトラースブルク時代の絆から， レンツも

云わば地域外の仲間となり，同じく彼の地でゲーテを識り， 1774年フラン

クフルトに戻ったヴァーグナーも以後この一員と見倣される． さらに，ゲ

ーテが尊重するチューリヒのラーヴァーターも，マンハイム在住のマーラ

ー・ ミュラーも同じくこのKreisに通ずる人達である．

参加の時期に若干の前後はあるが， 多彩な活動で文学史を飾ったこの

Kreisの青年達の云わば顔触れ， そしてさきの引用にみられるように，そ

の中心人物が, ,,G6tz4<創作のさ中に在ったことを思えば， このKreisの

存在が， シュトゥルム・ウント・ドラングの文学運動の端緒に直結させら

れるのは当然であろう． このことに就て， いま少しゲーテの回想を引用

しよう．MeineLustamHervorbringenwargrenzenlos…Auch

nahmenvielegernanmeinengr66ernundkleinernArbeitenteil

...undausdiesemQuirlenundSchaffen, ausdiesemLebenund

Lebenlassen,ausdiesemNehmenundGeben…vonsovielJiing-

lingen…entsprangjeneberiihmte, berufeneundverrufene

Literarepoche, inwelchereineMassejungergenialerManner,mit

allerMutigkeitundallerAnmaBung,wiesienureinersolchen

Jahreszeiteigenseinmag,hervorbrachen7…大まかな抜粋ではある

が， ともかくこのように， 自らのKreisが文学史上に一時期を画するあの

嵐の発生地となったことを，ゲーテ自身も認めているのである．
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『詩と真実』から， このKreisに関わる， さらにひとつのエピソード

をここに加えておこう． 1773年1月発刊のヴィーラントの ,,Teutscher

MerkurC@に掲載の,いくつかの所謂Merkurbriefeと，彼の歌劇,,AlcesteC｡

(1773)に対する見解の相違から，彼ヴィーラントに一矢を酬いたゲーテの

即興的なFarce,,G6tter,HeldenundWielandl<も， このKreisの会合

の中で一気に書き上げられて誕生し，その場の仲間の歓呼に迎えられた，

とその情景が語られている.8このFarceが書かれたのは1773年の秋の1

日－ゲーテの記述では日曜の午後とある－であり， クリンガーはこ

の頃既にこのKreisでは，全く熱心でまた自身創作の才を備えた有能な

Mitgenosseであったことは確かである．またそれのみでなく， さらに興

味深い事実をリーガーは教えてくれる．即ち， リーガーは自らの有する語

り伝えに，なお他からの証言を加えて，定期的に催されたあの会合の場所

がRittergasseのクリンガー宅であり， 『詩と真実』に語られるあのゲー

テのFarceの朗読も，実はクリンガーの部屋に於てであったと云う．

DerOrt,wojeneFarcegeschrieben,vorgelesenundbejubeltward,

war,wiemeineMutterhatteerzalenh6ren,KlingersStube. ,,Das

armeZimmerimRittergaBchen",soberichtetCreizenach(imFrkf,

Mus、 1856)aufGrundderFrankfurterUeberlieferung, ,,vereinigte

damals jedenSonnabend"-GoethegibtaberdenSonntag

Nachmittagan-,,dieerstenNamenderneuenSchulezuBe-

sprechungen, inwelcheneine leidenschaftlicheOffenheit vor-

herrschte.Nochlange,nachdemdierascheWogeder70erJahre

verrauschtwar,sahmananderniedrigenLehmwandderarmen

FrauKlingerdieSilhouettenvonLavater,MalerMiiller,Heinse,

FtiBliu.A.@G9このKreisの会合から生れた作品として残るのは, "G6t-

ter,HeldenundWielandC@これのみであるが，集まる同人達の様々な意

見，それに対する各人各様の自由な反応，時には激論も闘わしたであろう
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青年達の熱気に溢れるクリンガーの粗末な部屋，すべてが去ったあとの母

の部屋のシルエット….. Rittergasseのその位置をいま確認できない

のは残念である．

クリンガーにとって，生涯を通じてのながく活発な創作活動への最初

の導き手としての， このKreisへの参加はまことに意義深いものがあっ

た． ここに至って， クリンガーとゲーテの関係は単なる個人的友情の域を

超え，文学的思索と詩作の自由で卒直な交流の中にあって，前者が後者に

負うところ多大なものがあったことは， その処女作が,,G6tz"(1773)に

倣った騎士劇,,Otto"(1774)であった事実を挙げるまでもなく明らかで

あるが， この両者が時代の一時期新しい文芸思潮の中に共存し，その関係

がともに活躍する優れた先達と還しい追随者のそれへと変容し，文学史を

劃するあの時期が，前者の作品の題名を冠して呼称されるに至ったことを

思えば， 1772年から74年にいたる， シュトゥルム・ウント・ドラング人ク

リンガーの育成の場としても， フランクフルトのこのKreisの活動は，文

学史に残る意義深い役割を果たしたものと云わなくてはならない．

KlingersBriefanKayser

クリンガーのゲーテのKreisへの参加は，彼にまた別な恩恵を満すこと

になる．云うまでもなくそれは交友関係の拡大であり，新しい友の獲得で

ある．少年期からギムナジウム時代の，云わば地域的な交友の範囲を超え

て,Kreisを通じてクリンガーは直接間接に新しい，文芸愛好の仲間とし

て，多くの友人を得ることになる．それはリーゼであり， シュロッサーで

あり， またマーラー・ミュラーやヴァーグナーであり， さらにレンツであ

り，そしてこの1773年の夏に識つたうランクフルトの若者カイザーであ

る．彼PhilippChristophKayser(1755-1823)はKatharinenkirche

のオルガン奏者の息子として生まれ，作曲家として生涯音楽を天職とした
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人物である． リーガーはこのカイザーに関して，音楽の素養のみでなく，

文芸とくに杼情詩を好む内面志向的な性格を指摘して,Zugleichergieng

ersichinlyrischenGedichtenundineinemsichselbstbeschau-

endenGemiitslebennachdemGeniestil, understandGoethe

nahegenug,daBsichnachderfriihen6rtlichenTrennungeine

dauerndeBeziehungzwischenbeidenerhaltenkonte.'0と述べてい

る． またゲーテとも近い距離にあったことは，或る事情のために1775年の

始めカイザーがフランクフルトを去るに至ったとき，ゲーテは彼のために

ラーヴァーターの住むチューリヒを指示して， カイザーの一身を彼に託し

たなどの経緯がそれを示しているが， カイザーもまたKreisを通して文通

で親しんだレンツをその途次シュトラースブルクに訪れるなど， ここにも

またKreisを母胎にしての，連鎖的な交友関係の発展のひとつをみるが，

このあたりの人間関係には全体としてまことに緊密なものがあったのであ

る．チューリヒ移住後のカイザーも，ヴァイマルやまたそののちローマに

於てなど，ゲーテとの接触も再三にわたるが，ゲーテはカイザーの内向的

な性情を愛する一方， 自作の歌劇の作曲を委託するなど，彼の有する音楽

の才能を高く評価していたという．

ところが， クリンガーには音楽への志向やまたその作品にも音楽的要

素は極めて稀薄であったことは否めない． クリンガーの場合， ゲーテの

Kreisが初対面の場となったであろうが， カイザーの天性に備わる魅力，

KaysermuBeinMenschvongewinnenderLiebenswiirdigkeit ...

gewesensein…'1とリーガーの推測する，おのずから人の好意をあつめる

好しさ，それがまずクリンガーの心を捉えたことであろう． リーガーはさ

らに言葉を継いで, (Kaysermu6)aberauch,wiedasbeibegabten

Musikernleichteintrifft,eineschwierigeundabsonderliche, eine

melancholischeundselbstquglerischeNaturgewesensein…とカ

イザーの内面を分析しているのである．序でながら， これら4個の形容詞
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は， シュトゥルム・ウント ・ドラングの戯曲，特にクリンガー劇の登場人

物の性向にそのまま冠することができるのも，大変興味のある所である．

さて，接触して忽ちにその美質を感得したクリンガーは， カイザーに友情

を求める書簡を送る． この性急かつ積極的な行為は， また同時に，行動の

原理として感情の優位を何よりも尊重するシュトゥルム・ウント・ドラン

グ人の資質の表れそのものでもあろう．それでは主題の書簡であるが， こ

れがカイザー宛の最初の書簡であることから，抑制を示してはいるが，そ

れでもなお，求めるものをひたすらに獲得しようとする青年クリンガーの

情熱を，やはりその筆致は生々しく伝えている．

書簡の体裁は，他のクリンガーの書簡より使用の用雲が20.7cm×33.9cmと

やや小さく， この1枚を半折にして表裏を使い， 2面半にわたって小字で細密に

書き誌されている．折り目をみると，それをさらに半折にし，左右両端を折り畳

んで差し出されたものであろう．保存状態は良好の部類と云えよう．

次に掲載の写真版はおよそ80％の縮小であって，やや読み難いので，各面を一

切そのままに活字に移してあとに添えた．その際語形や綴りその他，訂正の必要

のある箇所も原文通りとした.例を挙げれば,第2面5行目のlachenはlachend

であろうし，次のengegenはentgegen,また22行目のSieは正しくはsieで

あるが，その他すべて手稿のままである．

なお，手稿所有のFreiesDeutschesHochstiftの規定により，掲載の書簡の

転写転載は禁じられる．
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一 螂

ー読して先ずこの書簡は，特にその文面の一部からして，クリンガーの

最初期の戯曲と殆んど同趣の，直裁的で調子の高い感情の表白であるとの

印象を強くする．

カイザーには1773年の夏のこの頃，既に幾度か接触していたことが窺え

るが，もし心優しい12友と見倣されていなければ，それは自分の態度容貌

の所為である，などと諧誠めかしているのも面白いが，これはやはり，周

囲に与える自身の印象に，ややもすれば強烈にすぎる一面もあることを自

覚していたのであろう．但しクリンガーは，あの KlingersAuBeres… 
に始まる『詩と真実』の記述にあるように円端正な容姿と毅然とした風貌

の持主であった．それはさておき，ゲーテは外容に続いてクリンガーの資

性に触れて， reineGemiitlichkeit, ein unverkennbar entschiedener 

Charakter, ernstes Wesen, stolze Unabhangigkeitさらに Festigkeit

とBeharrlickeit等々の美質を挙げてクリンガーの内面を示してくれ

る． たしかに， 『詩と真実」第14巻 (1813)に描かれるのは，丁度40年を

遡るクリンガーの画像であり，そこには若き日の友に贈る美化された記念

碑的色彩の混入を全く否定はしないが，しかし，これらはすでに青年クリ
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ンガーの本質のまさに適確な把握であろう．

『詩と真実』の記述がゲーテによるクリンガーの内面の総体的な分析と

把握であれば,それに対してこの書簡は,1773年現在のクリンガー自らの内

面吐露の一端である.さて書簡の次の件りでは, Siehabeninmirlhren

Freundentdeckt？』a, ja,dashabenSie・Aberdenzartlichen,den

gefiihlvollen,denherzlichenFreund, denhabenSienochnicht

geh6rt.UnddassollenSiejetzt.と前置して，一面にはかなり自主的，

積極的な姿勢を覗かせながら,カイザーへのひたすらな友情を訴えかける．

O1K6nntemeinHerz,daslhnenentgegeneilt,dieEmpfindungen

ausdriicken,diejetztseineganzeGliickseligkeitausmachen,dann

solltenSieauchinjedemZugdenedeldenkenden,denverniinfti-

genFreundkennenlernen.ことさらに付言の要もなく， ここではカイ

ザーへの熱い想い，高違で思慮に富む友としての自身を強調するクリンガ

ーに， 自らの真情とそれに対する自負とが窺われる．次いでまた, Und

stolzaufdessenVorziige,dieichmitlhnengemeinhabe…wollte

ichlhnensagen, daBeinenFreundmitsolchenEmpfindungen

lieben,eineWonneist…共有する美点を誇りとして，斯様な想いを抱

く友を愛することは無上の喜びのひとつとさえ断言して， 自らの求めるも

のが当時一部に流行の， リーガーの言葉を借りれば, wohlfeill4安価な

友情などとは異なることを強調している．

クリンガーのギーセン大学入学の3カ月後，即ち1774年夏に完成の彼の

戯曲の第1作,,Otto"は,既に1年前のこの書簡とまさに同時期,その構想が

徐々に進展していたと推定されているが,書簡の次の一連の表白,Kommt

dennso,siiBe4, entziickendeEmpfindungen1 nehmtmeineganze

Seeleein!EuerGefiihl,euergOttlichesGesichtnuralleinistver-

m6gend,michmitderganzenMenschlichkeitwiederauszus6hnen...

この書簡中最も高揚した気分，荘重なまでのこの調子は， シュトゥルム。
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ウント・ドラング劇の1シーン，例えば天を仰ぎ高々と両の手を差しのべ

て希求する,劇中人物の科白を想起させるものではなかろうか.さらに次の

件りは，その全体が， クリンガーカミ自身と相手に向って高らかに歌いあげ

た友情の賛歌であって，直裁的また一面的に過ぎるとの非難を否定はしな

い力:， しかしなおさきの件りとも併せて， シュトゥルム･ウント・ドラング

運動を担ったGenie達の中で， やはりその精神を最も純粋に顕現したク

リンガーの魂の発露，或いはその真骨頂を早くもここに見る思いがする．

次に， クリンガーがその死を痛惜する親友に関しては， リーガーの中に

も該当する人物が見当らず，具体的には一切が不明であるのは残念であ

る． しかし，当のカイザーに就ては既に記したように， リーガーも自らの

語り伝えから知り得た事実， さらに集録したかなりの数のクリンガーのカ

イザー宛の書簡， 加えてまた， 1774年から77年の日付をもつ， クリンガ

ーを通じて知ったギーセンのシュライヤァマッハー宛のカイザー書簡'5

等から，当時のクリンガーの友人群像の中では，最もよくカイザーを認識

していたものと考えられる．そのリーガーに依れば，要するに彼をクリン

ガーに結びつけたものは， 彼のもつ繊細多感でかつまた情熱的な心と，

現実の生とその諸々の狭陰な関係に反擁する彼の誇り高い精神であったと

いう．確かに，ゲーテが挙げた幾つかの特質を想起するまでもなく， この

カイザーの資質を幾倍かに増幅すれば，それがそのままクリンガーの資性

と合致する． ゲーテを借りていま一度云うならば， それらはあのreine

Gemiitlichkeitであり, stolzeUnabhangigkeitであり， そしてまた

ernstesWesenであろう．

クリンガー自身この共通性を意識して， カイザーの美質とその根源にあ

るもの，そしてそれに基づく一切の規範が自らのそれと一致することを，

早くも看破して次のように語っている．Aber ichsahSie, ichlernte

Siein8Tagenkennen・ Ichwurdegewahr,daBdieedelsteDen-

kungsart, dieSiehaben, keineblo6abgezogeneundauswendig

－66－

｛



gelernteGrundsatzesind;nein,ichsah,daBsieausderRechtschaf-

fenheitdesHerzensquollen,mitgeheimerFreudefiihlteichsiemit

denmeinigen,(dieaufebendieseArtentstanden)tibereinstim-

men,undichmuBtedichlieben, ichmuBtedeinbesterFreund

sein,…重ねて云えば，両者に共通する規範とその根源の一致，それがカ

イザーに友愛を求めた真の理由であることも， またここに於て明白とな

る．そしてその規範，或いは生の原則の源泉たるものは，心の誠実である

と語っているのであるが， クリンガー自身に就て云うならば， 自らに内在

するこのRechtschaffenheitへの信頼こそ，彼のややもすれば困難な青

年期の生を支える柱であり，依って立つ基盤でもあったのではなかろう

か．彼の誇り高い独立不霧の精神の由来する所もまたそれでなくてはなら

ないであろう．在来の一部の誤ったクリンガー観は，内奥にある核心を看

過した所から出発しているように思われる．

書簡の以下の文言は，節度を保ちながらも， さらに随所に断定的な響き

をさえ感じさせて，心の友を獲得しようとする青年の一途な姿勢を示して

いる．いつの場合にも，書簡は研究資料として極めて重要であることは云

うまでもないが，敢て重ねて云えば，未知の部分も少なくない，いやそれ

どころかあのKreisへの参加以外に， クリンガー自身による生の事実を伝

える記録にさえ乏しいあの1773年当時にあって， このような局面に於ての

クリンガーの内奥を伝えてくれるこの書簡の存在は，彼の心の最初期の記

録のひとつとして， クリンガー研究にとっては貴重そのものなのである．

クリンガーがこの書簡の末尾に懇請し，そしてそれに応えた筈のカイザ

ーの返書は恐らく現存しないであろう． しかし， リーガー所収の1774年夏

以降のカイザー宛のクリンガー書簡は，二人の友情が急速に成長し，その

後の両者がこの上ない緊密な関係によって結ばれていることを示してい

る． またそれのみでなく， シュライヤァマッハー宛のカイザー書簡の随所

には， クリンガーに対する情熱的な友情，いや切々たる想いが語られてい
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るのである．

最後に， フランクフルトからチューリヒへの移住の前後と推測されるカ

イザーが，ギーセンのクリンガーに寄せた杼情詩を紹介しよう． この詩に

よっても， この友情がどのように結実したか， クリンガーのLiebeに応え

たカイザーのGegenliebeがどのような内実のものであったかが把握され

よう．

AnKlinger.

UmMitternacht

Dichdenk' ich-Ha!meinGeistbeginnt

Hinan! DasBlutinAdernrinnt;

MeinHerzklopfttausendfachinSchlagen

DemBild,dasmeinePhantasie

Sichjezzomalt,一undHimmelwie？－

InG6tterWonn'entgegen.

’

Dichdenk' ich-ha!dastehstduschon

Vormir-undlachelststillenHohn

DemVolk,dasnurinseinenLeiden

DieRuthefiihlt,dasnichtwieich

Unddu,demSchicksalwilligsich

Ergiebt-undfiihltdochFreuden.

Dastehstdu!holdvonAngesicht

Blickstdumichan,undsiiBespricht

DeinMunddie6fternLehrenwieder
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Sey stark und männlich! halt dich auf! 

Sey ruhig! laß der Dinge Lauf! 

Und beug dich nur nicht nieder! 

Ich folge ; Ja ! reich mir die Hand 

Noch ferner hin ! Ins Götterland 

Selbst, solst du mich dir folgen sehen. 

Du bist mein Vater, Lehrer, Freund, 

Du bist mir alles ! ganz vereint 

Mit dir will ich nur gehen 

Die Bahne durch, die dornenvoll 

Zwar ist - doch endlich auch noch soll 

Uns bald zur Rosenlaube führen. 

Geh muthig vor ! Ich seh das Ziel ! 

Ich seh den Kranz ! - der Kränze viel ! 

Thät mich auch einer zieren ! ! ! 

1 7 1J :Y;lf-fcf:l:~1&* t tJ: OEt: L-t.::~O)ft!l,fc., Mi Anna Katharina ~ ;:_ O)~ 

Agnes(l 757-1815);ö,;c!1;-:, t.::. ::/Sl:kf:l: 7 1J :,.., ;fl- n:-@l;IJ/;t' 7-> ij'-7' O)Dichtung u. 

Wahrheit. III. Teil.14. Buch(1813) fc.t f~L-<t, fjtJ:fftJ:~J ~;!i;>7.> 

;öt, :ifIJ~--c,;~G L-l,vj1,~;ö,t:,, Rittergasse O)~ley0)7 1) :Y;I/-O)~fc~*7.>~ 

Ai:ifc.Am;ötc!1J-:, t.:: ~ ii.?. 7 7 :..,-7 7 lv 1- Q:°~-? t:f&&'f *--c_;, 7 1J :Y;/J-;ötm 

il;-:,f.::O)f:J:-g:J:~, ~fc.;:.O)#!iK--c,;c!1;-:,f.::. 

2 M. Rieger : Klinger in der Sturm- und Drangperiode. Vorwort IX. Man 

kann von Klinger, wenigstens von dem jungen, nicht sagen, daß sein 

Charakterbild in der Geschichte schwanke. Es gehört vielmehr zu denen, 

die fest ausgeprägt worden sind, one daß man vom Leben des Mannes 
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etwasrechteswusteundvonseinenSchrifteneingehendundzusam-

menhangendKentnisnam・ DerNameKlingerbezeichnetinderher-

k6mmlichenliterargeschichtlichenAnsichtwenigmehralseinencon-

ventionellenPopanz, understdieneuerenStudieniiber ihnhaben

begonnendieserabschreckendenFigurmenschlicheZiigeabzugewinnen.

BriefevonundanJ.M.R.Lenz.Hrsg.v.K.Freyeu.W・Stammler.

Leipzigl918Bd.1S. 267レンツの書簡集にみられる， ギーセンからのこの一

通は， レンツがその一部を筆写して,FrauvonSteinに送ったと言う経緯をも

っている．

M・Rieger,S、 9

Briefevonu.anLenz.Bd､ 1S、 268

DichtungundWahrheit. III．Teil. 12． Buch.HamburgerAusgabeBd. 9

S. 507

Dichtungu.Wahrheit.a.a.O.S. 519-520

Dichtungu.Wahrheit. III.Teil． 15． Buch.H、A.Bd・ 10S、 58． Diese

BeschwerdenhattenwirkauminunsererkleinenSocietatleidenschaftlich

durchgesprochen,alsdiegew6hnlicheWut,alleszudramatisieren,mich

einesSonntagsnachmittagsanwandelte,undich,beieinerFlascheguten

Burgunders,dasganzeStiick,wieesjetztdaliegt, ineinerSitzung

niederschrieb. EswarnichtsobaldmeinengegenwartigenMitgenossen

vorgelesenundvonihnenmitgroBemJubelaufgenommenworden...

MRieger,S、 12-13

M．Rieger,S. 14

M.Rieger,S. 15

この書簡では， クリンガーは前後4度もこの形容詞zartlichをFreundに冠して

いることが注目をひく．この語はグリムによれば18世紀後半Empfindsamkeit以

降,empfindlich, zartfiihlend, liebevollなどの意味でLiebe或いはFreund-

schaftの表現に限って，好んで用いられたという．

Dichtungu.Wahrheit. III．Teil. 14． Buch．H.A.Bd. 10S、 12

M．Rieger,S. 14.

M.Rieger,BriefeKaysersanSchleiermacher.AnhangzuBriefeKlingers.

3
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Ein ungedruckter Brief von 
Fr. M. Klinger 

Mitsutomo Maruyama 

M. Riegers „Klinger in der Sturm- und Drangperiode. Mit 
vielen Briefen." (1880) gilt heute noch als ein biographisch 
grundlegendes Klingerbuch. Der Grund dafür ist, daß der Autor 
der Großneffe des Dichters war. Rieger konnte alles, was er von 
den Familienüberlieferungen wußte, insbesondere was er von den 
Erzählungen seiner Mutter hörte, zur biographischen Arbeit 
benutzen. Auch seine Sammlung der Briefe Klingers gab ihm, wie 
er in dem Vorwort erklärt, den ersten Anlaß zur Veröffentlichung. 
Die Briefe spielten bei ihm also eine besonders wichtige Rolle. Sein 
Klingerbuch entstand sozusagen auf Grund der nur ihm eigenen 

Überlieferungen und der gesammelten Briefe. Das Buch Riegers 
,,Mit vielen Briefen" ist von so einem einzigartigen Charakter. 

In der Handschriften-Sammlung des Freien Deutschen Hoch­
stifts in Frankfurt befindet sich auch eine Menge der Briefe 
Klingers. Ich besuchte Juni 1985 die Handschriften-Abteilung des 
Hochstifts, sah die mir interessanten Briefe durch und ließ mir 
davon fünf kopieren. 

Hier wird ein Brief mit dem Datum vom 23. Aug. 1773 erwähnt. 
Denn der Brief, den Riegers Hand nicht erreichte, ist nicht bloß als 
eine der frühesten Handschriften, sondern als auch die erste brief­
liche Herzensergießung des jungen Klinger, die sich jetzt findet, 

sehr wert- und bedeutungsvoll. 
· Goethes kleiner literarischer Kreis in den Jahren 1772 - 177 4 

in Frankfurt, wo die jungen genialen Männer an seinen Arbeiten 
teilnahmen, war die Wiege des Sturm und Drang. Klinger war 
ein lebhafter und produktiver Mitgenosse desselben. Er lernte da 
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im Sommer 1773 Phil. Chr. Kayser, einen Freund Goethes, kennen, 
fand in ihm sogleich einen Herzensfreund. Der oben erwähnte 
Brief Klingers ist der erste an Kayser. Der Brief ist dem Inhalt 
nach ein Antrag, die Bande der Freundschaft zu knüpfen, aber 
er drückt zugleich auch deutlich das feste und rein gemütvolle 
Innere des jungen, schaffenden Klinger in der frühesten Sturm­
und Drangperiode aus. 

Seine Äußerungen, zum Beispiel die folgenden, ,,Kommt denn 
so süße, entzückende Empfindungen! nehmt meine ganze Seele 
ein ! Euer Gefühl, euer göttliches Gesicht nur allein ist vermögend, 
mich mit der ganzen Menschlichkeit wieder auszusöhnen ... ", er­
innern uns gleich auch an die Monologe in seinen früheren 
Dramen. Die Stimmung der Äußerungen ist ganz gleich wie die 
von seinen ersten dramatischen Hauptfiguren. 

Der hier veröffentlichte Brief ist zur Zeit der einzige, schrift­
liche Beweis für sein Leben und Schaffen in seinen letzten andert­
halb Jahren (September 1772-April 1774) in Frankfurt. In diesem 
Sinne ist und bleibt der Brief Klingers an seinen Jugendfreund 
auch ein sehr wertvolles und bedeutendes Forschungsmaterial. 
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